
る
。　
　
　
　

(

教
育
委
員
会)

　
　
　

緑
が
丘
地
区
へ
小
学
校

新
設
を
強
く
要
望
。

救
急
車
の
出
動
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
救
急
出
動
件
数
は
。

答　

本
年
８
月
末
現
在
７
，
６

４
８
件
で
、
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
し
て
１
，
５
１
４
件
増
加

し
て
い
る
。　
　

(

消
防
本
部)

問　

救
急
出
動
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
救
急
車
が
不
足
し
た

こ
と
は
あ
る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
現
在
６
台
の
救
急
車
を
常

時
運
用
し
て
い
る
が
、
救
急
要

請
が
多
発
し
不
足
す
る
場
合
は
、

救
急
有
資
格
者
が
乗
務
す
る
消

防
車
が
先
行
し
て
救
急
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
８
月
末
現

在
１
１
９
件
発
生
し
て
い
る
。　
　
　
　

(

消
防
本
部)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て問　

健
康
保
険
証
と
し
て
市
内

で
利
用
で
き
る
医
療
機
関
は
。

答　

医
療
機
関
及
び
薬
局
な
ど

の
施
設
は
72
件
、
内
訳
は
診
療

所
及
び
病
院
が
14
件
、
歯
科
が

22
件
、
薬
局
が
36
件

　
　
　

市
民
が
利
用
で
き
る
医

療
機
関
等
を
増
や
す
為
に
市
で

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
協

力
す
べ
き
。　
　

問　

国
県
市
の
動
き
は
。

答　

国
は
「
令
和
５
年
度
以
降
、

休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地

域
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、
休

日
の
部
活
動
指
導
を
望
ま
な
い

教
師
が
休
日
の
部
活
動
に
従
事

し
な
い
こ
と
と
す
る
」
と
し
て

い
る
。
千
葉
県
は
「
地
域
運
動

部
活
動
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
、
実
践
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
八
千
代
市
で
は
「
八
千
代

市
学
校
部
活
動
あ
り
方
検
討

会
」
を
組
織
し
て
い
る
。

問　

八
千
代
市
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答　

国
で
示
さ
れ
て
い
る
、
令

和
九
年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動

の
地
域
移
行
完
全
実
施
に
向
け

て
、
段
階
的
に
取
り
組
み
た
い
。

「
部
活
動
指
導
員
等
」
の
配
置

を
積
極
的
に
す
す
め
、
課
題
を

明
確
に
し
、
教
職
員
、
生
徒
、

保
護
者
等
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
る
。

　
　
　

地
域
移
行
の
為
に
は
、

地
域
人
材
・
受
け
入
れ
先
の
確

保
、
経
費
、
活
動
場
所
、
大
会

へ
の
対
応
等
、
休
日
の
指
導
を

希
望
す
る
教
師
の
為
に
兼
職
兼

業
の
許
可
等
の
考
え
る
べ
き
問

題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
予
算
の

確
保
、
学
校
と
の
連
携
を
進
め

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

(

全
て
教
育
委
員
会)

■ 

辰
己 

百
恵 

議
員

学
校
給
食
に
つ
い
て

問　

東
・
西
八
千
代
調
理
場
と

合
わ
せ
て
最
大
の
処
理
能
力
は
。

答　

一
日
最
大
１
７
，
０
０
０

食
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

は
、
３
２
０
食
提
供
可
能
。

問　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ

児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答　

両
調
理
場
と
も
、
特
定
原

材
料
７
品
目
を
除
去
し
た
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
提
供
。

基
本
食
の
調
理
ス
ペ
ー
ス
と
厳

密
に
区
分
け
さ
れ
た
専
用
の
調

理
室
で
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
混
入

を
防
い
で
い
る
。
保
護
者
と
面

接
等
を
行
い
、
提
供
の
可
否
を

決
定
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
対
応
は
。

答　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
対
応
の
移

動
式
か
ま
ど
釜
等
で
調
理
可
能
。

米
、
水
、
食
器
等
を
備
え
て
い

る
。

通
学
支
援
バ
ス
に
つ
い
て

問　

緑
が
丘
西
地
域
は
。

答　

緑
が
丘
西
地
区
に
、
建
設

中
の
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
学
区

が
、
西
高
津
小
学
校
と
し
て
決

定
。
通
学
路
の
安
全
の
為
に
、

路
線
バ
ス
・
通
学
支
援
バ
ス
の

利
用
等
を
検
討
す
る
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
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力強く市政を進めてゆく

　国からの「新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金」を利用し、八千代市は、11月より

キャッシュレス決済事業者と連携
し、新型コロナウイルス感染症の
影響が長く続き打撃を受けている
市内事業者、そして物価の高騰に
よる市民の皆様の負担を軽減する

ための支援を行います。QRコー
ドキャッシュレス決済サービスを
使用し、八千代市内で買い物をす
ると、最大25パーセントのポイ
ントが後日付与されます。
　10月11月の水道基本料金の全額免除に続き、
市民の皆様への丁寧な支援が実施されます。

「村上給水場施設改良事業」
工事場所：八千代市村上1157-１　村上給水場
完成期限：令和５年５月31日（５か年継続事業）
総事業費：43億3,227万円

「GO! GO! 八千代」

第
３
回　

９
月
定
例
議
会

令
和
４
年

■ 

林
　
利
彦 

議
員

西
八
千
代
地
区(

み
ど
り
が
丘)

小
中
学
校
等
対
策
に
つ
い
て

問　

西
八
千
代
地
区
、
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
の
状
況
。

答　

児
童
・
生
徒
数
の
ピ
ー
ク

は
、
令
和
10
年
度
、
み
ど
り
が

丘
小
学
校
55
学
級
・
新
木
戸
小

学
校
41
学
級
、
令
和
15
年
度

に
は
、
高
津
中
学
校
で
は
１
，

１
５
４
人
で
36
学
級
、
睦
中
学

校
で
は
３
８
７
人
で
12
学
級
と

な
る
見
込
み
で
、
一
部
の
学
校

に
つ
い
て
は
、
教
室
数
が
不
足

す
る
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。(

教
育
委
員
会)

問　

西
八
千
代
地
区
小
中
学
校

等
対
策
に
係
る
検
討
は
進
ん
で

い
る
か
。

答　

西
八
千
代
地
区
小
中
学
校

等
対
策
検
討
委
員
会
・
検
討
部

会
で
課
題
や
問
題
点
、
地
権
者

の
意
向
の
確
認
・
検
討
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
助
言
、
提
案
等
い
た

だ
い
て
い
る
。(

教
育
委
員
会)

問　

検
討
委
員
会
組
織
で
の
議

論
は
。

答　

学
区
変
更
・
学
校
増
築
・

学
校
新
設
・
既
存
施
設
活
用
の

４
つ
の
案
を
中
心
に
、
地
権
者

の
意
向
等
考
慮
し
検
討
を
進
め

代
表
質
問

要
望

要
望

個
別
質
問

要
望

　

秋
、
深
ま
り
ゆ
く
時
節
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
三
年
間
、
何

か
と
ご
不
便
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
事
と
ご
推
察
致
し

ま
す
。

又
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
従
事
な
さ
れ
た
、
行
政
、
医
療

関
係
者
、
そ
の
他
、
関
係
な
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

く
し
く
も
、
こ
れ
ら
に
感
染
し
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
、
又
療
養
中
の
方
々
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

さ
て
、
我
が
八
千
代
市
も
こ
れ
ら
の
状
況
の
中
で
も
人

口
は
20
万
人
を
超
し
、
着
実
に
発
展
の
一
途
が
表
れ
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
諸
問
題
、
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
追
い
付
か
な
い
部
分
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
方
の
代
弁
者
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
福
祉

向
上
の
為
に
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
役
と
し
て
、
活
動
を
し

て
参
り
ま
し
た
。

会
派
自
由
民
主
党
７
名
は
、
八
千
代
市
議
会
最

大
会
派
と
し
て
、
今
後
共
皆
様
方
に
叱
咤
激
励
を
頂

き
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

四
年
間
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会派代表

林
はやし

　利
と し ひ こ

彦

ご
挨
拶

市民の皆様と市内事業者への支援

伊東議員　　

　本市の水道事業は、昭和42年に給水が開始され、55年が経過しました。現在、7つの浄・給水場から皆様の
ご家庭などに24時間、365日絶えることなく水道水が届けられていますが、より効率的な管理を行い、将来に
わたって安定的に水道水を届けていくために、現在の7つの浄・給水場を、3つの浄水場に統廃合を行う「八千
代市水道施設再構築基本計画」が策定されました。 
　現在、本計画の一環として、老朽化の進んでいた村上給水場において、配水池の耐震性の向上、老朽化した配
水ポンプや自家発電設備の更新及び受変電設備等の改良を目的とした工事が行われています。完成後は、停電時
においても自家発電設備の稼働により24時間の給水が可能となります。 
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図
書
返
却
に
つ
い
て

　

現
在
、
八
千
代
市
の
図
書
館
の
本
の
返
却

の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、
各
図
書
館
の

他
、
高
津
公
民
館
、
村
上
公
民
館
、
総
合
生

涯
学
習
プ
ラ
ザ
（
ゆ
り
の
き
台
）
の
３
ヶ
所

の
み
で
す
。
も
っ
と
利
便
性
を
良
く
す
る
た

め
に
最
寄
り
の
駅
や
ス
ー
パ
ー
等
、
普
段
の

生
活
圏
内
に
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、

時
間
に
関
係
な
く
返
却
で
き
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
等
で
本
の
受
け
取
り
や
返
却
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
更
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
通
勤
後
、
お
子
さ
ん
の
絵
本
が

ス
ー
パ
ー
で
借
り
ら
れ
た
り
、
図
書
館
に
通

う
こ
と
が
困
難
な
方
々
が
、
近
所
の
コ
ン
ビ

ニ
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
あ
る

図
書
館
を
更
に
便
利
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
皆
様
の
様
々
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
手
ス
ー
パ
ー
等
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
借
り
て
、
子
供
達
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
も
思

い
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
19
日
に
歴
代
最
年
少
36
歳

で
第
41
代
市
議
会
議
長
に
就
任
し
、
こ
れ
ま

で
約
２
年
間
議
長
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
決
議
に
つ
い

て
」・「
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
対
策

の
強
化
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て
」・「
東
葉

高
速
鉄
道
の
通
学
定
期
の
割
引
率
引
上
げ
の

早
期
実
現
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て
」・「
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
」・
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
の
影
響
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化
及
び
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
、
子
育
て
世
帯
の

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
「
学
校
給

食
費
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
決
議
に
つ
い

て
」
を
議
決
し
、
市
長
に
対
し
て
提
出
し
ま

し
た
。 

　

残
さ
れ
た
任
期
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
べ
く
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
活
動
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。 

　

よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
の
八
千
代
市
に
夢
と
希
望
を

持
っ
て
臨
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
！

１
、
新
市
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進
と
検
討

＊
市
民
の
安
心
・
安
全
の
生
活
と
財
産
を
守

る
為
早
急
の
完
成
を
目
指
す
事
。

＊
設
計
プ
ラ
ン
ま
た
、
税
金
で
あ
る
建
設
費

に
つ
い
て
市
民
の
理
解
と
承
認
を
得
る
事
。

２
、
地
域
循
環
型
公
共
交
通
の
実
施

＊
市
役
所
・
公
共
施
設
・
鉄
道
駅
と
の
連
絡
。

＊
児
童
の
登
下
校
・
高
齢
者
・
障
碍
者
福
祉
、

ま
た
は
市
民
の
日
常
生
活
へ
の
利
用
に
。

３
、
小
・
中
一
貫
、
義
務
教
育
学
校
の
設
置

＊
先
進
的
教
育
環
境
の
整
備
と
取
り
組
み
。

＊
財
政
削
減
の
対
象
目
的
で
は
無
い
。

４
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

＊
広
域
「
防
災
道
の
駅
」
の
拡
大
整
備
。

＊
県
立
広
域
公
園
の
再
利
用
方
針
。

＊
市
内
幹
線
道
路
計
画
（
国
道
２
９
６
号
バ

イ
パ
ス
・
県
道
幕
張
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
）
の

早
期
実
現
。

５
、
行
財
政
改
革
と
財
政
健
全
化
の
断
行

以
上
、
重
要
課
題
を
解
決
し
て
行
き
ま
す
!!

觀
光
推
進
事
業

問　
（
仮
称
）
新
川
観
光
船
実
証
事
業
に
係
る

委
託
料
の
内
容
等
は
。 

答　

運
航
に
係
る
水
深
調
査
を
行
い
、
乗
船
に

よ
る
航
路
等
の
実
証
実
験
を
外
部
委
託
す
る
。

問　

水
深
調
査
と
乗
船
に
よ
る
航
路
等
の
実
証

実
験
は
い
つ
頃
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

令
和
５
年
１
月
水
深
調
査
後
、
航
路
等
の

安
全
性
を
確
認
し
、
３
月
上
旬
河
津
桜
の
開
花

時
期
に
乗
船
等
の
実
証
実
験
の
実
施
を
考
え
て

い
る
。 

実
験
は
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
阿

宗
橋
の
往
復
３
回
程
度
、
乗
客
10
人
船
頭
２
人

計
12
人
乗
り
の
船
を
使
用
、
乗
船
後
約
30
名
分

の
感
想
等
を
聴
取
し
事
業
化
へ
の
参
考
と
し
た

い
。

農
業
の
郷
管
理
事
業

問　

防
災
道
の
駅
や
ち
よ
整
備
に
伴
う
道
路
付

帯
施
設
設
置
等
に
係
る
道
路
範
囲
確
定
業
務
委

託
と
は
。

答　

国
道
16
号
か
ら
の
直
接
の
ア
ク
セ
ス
道
路

を
整
備
す
る
。
前
段
と
し
て
農
業
交
流
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
を
大
型
車
対
応
に
す
る
為
、
国

の
直
轄
事
業
と
し
て
再
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

市
道
道
路
範
囲
内
に
含
め
る
事
が
条
件
。
道
の

駅
の
敷
地
の
一
部
を
測
量
し
市
道
道
路
範
囲
を

確
定
す
る
も
の
。

　

令
和
３
年
５
月
の
補
欠
選
挙
に
て
市
議
会

議
員
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
ま
で
、
４
回
の
議
会
質
問
に
立
た
せ
て
い

た
だ
き
、
議
会
運
営
委
員
会
、
予
算
・
決
算

特
別
委
員
会
、
広
報
委
員
会
で
の
活
動
を
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
「
防
災
道
の
駅
や
ち
よ
」
の
質
問
で
、
国

道
16
号
か
ら
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

的
な
ア
ク
セ
ス
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
国
の

支
援
で
道
路
の
設
置
が
前
向
き
に
進
み
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
ち
っ
こ
」、
男
女
共
同
参
画
、
通

学
支
援
バ
ス
、
阿
蘇
米
本
学
園
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
、
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
問
題

を
議
会
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

緑
が
丘
西
地
区
の
小
学
校
新
設
、
学
童
保

育
の
待
機
児
童
の
解
消
、
中
学
校
の
部
活
動

の
休
日
の
地
域
移
行
等
の
様
々
な
問
題
解
決

の
為
に
、
今
後
も
研
鑽
を
積
み
、
地
域
の
皆

様
の
声
を
聴
き
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
今
後

も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
申
し
上
げ
ま
す
。

原
点
回
帰

　

皆
様
方
か
ら
、ご
支
援
を
戴
き
「
あ
っ
！
」

と
言
う
間
の
四
年
間
で
し
た
。
二
年
半
近
く

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
、
市

民
の
皆
様
方
と
の
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
に
く
い
中
、
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
、
新
庁
舎
問
題
、
東
葉
高
速
鉄
道
問
題
、

医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
、
千
本
桜
、
百
万
本
の

バ
ラ
等
の
観
光
資
源
の
発
掘
等
々
の
諸
問
題

が
山
積
す
る
中
、
市
民
福
祉
向
上
の
為
、
行

政
と
議
論
を
交
わ
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
丁
寧
に
原
点
を
精
査
し
、
解
決
を

し
て
い
く
事
が
何
よ
り
も
大
切
な
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
原
点
回
帰
、
二
十
数
年
前

に
議
論
さ
れ
、
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た

も
の
を
、
今
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も

の
に
変
え
て
い
く
事
が
大
切
な
事
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
役
と
し

て
、
市
民
お
一
人
お
一
人
の
安

心
、
安
全
を
確
立
す
る
為
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

伊
い と う

東　幹
み き お

雄

塚
つかも と

本　路
みちあ き

明

江
え の さ わ

野澤　隆
たかゆ き

之

辰
た つ み

己　百
も も え

恵大
おおつ か

塚　裕
ゆうす け

介議長

大
おおさ わ

澤　一
かずは る

治


